
西薩おさかな海道ネットワークによる地域活性化
（県単，地域振興推進事業）

鹿児島地域振興局 林務水産課

【背景・目的】
地産地消の更なる取組を推進し，いちき串木野市及び日置市の農林水産物加工・販売施

設の経営の安定化を図ることで，農林水産業を中心とする地域産業の振興に資する。

【普及の内容・特徴】
１ 内 容

会員の施設の販売促進や従業員等の資質向上を図るため，ホ－ムペ－ジの作成や携帯
電話による定期的な情報発信のほか，バスツア－の開催や外部講師による研修会の開催
等を実施する。
(1) 広 報 宣 伝………消費者への情報発信等
(2) 販 売 促 進………定期的なイベント開催等
(3) 資 質 向 上………外部講師による各種研修会の開催等
２ 実 施 主 体

西薩おさかな海道ネットワ－ク(平成21年６月結成／会長：江口蓬莱館,迫支配人)
(1) 漁 協………うんのもん(羽島漁協)，シ－ポイント(串木野市漁協)，

照島海の駅(串木野市島平漁協)，市来えびす市場(市来町漁協)，
江口蓬莱館(江口漁協)，吹上浜おさかな館(吹上町漁協)

(2) 行 政………いちき串木野市(水産港湾課)，日置市(農林水産課)
３ 負 担 割 合

県1/2以内，市(いちき串木野市，日置市)1/2以内，漁協
４ 事 業 費(総事業費：2,300千円)

県：1,000千円，市：1,000千円，漁協：300千円

【成果・活用】
１ 広 報 宣 伝………西薩海道・６漁協ＨＰ，各種ポスタ－，リ－フレット，ノボリ
２ 販 売 促 進………バスツア－(“食”と“体験”がテ－マ)，各種イベント
(1) １ 回 目………平成22年７月31日(土)09：00～17：10／13組43名参加
(2) ２ 回 目………平成22年10月23日(土)09：00～17：20／15組38名参加
３ 資 質 向 上………各種研修会の開催
(1) １ 回 目………平成22年６月10日(木)15：00～16：30／市来町漁協会議室

地域活性化(専門的研修／対象：店長)／ 柴 さとみ氏
(2) ２ 回 目………平成22年９月８･15日(水)19：00～20：30／市来町･江口漁協会議室

接遇･接客マナ－(総括的研修／対象：全員)／丸井ゆかり氏
(3) ３ 回 目………平成22年10月18日(月)15：00～16：30／市来町漁協会議室

販売促進(専門的研修／対象：店長)／別府美千代氏
(4) ４ 回 目………平成23年２月16日(水)15：00～16：30／市来町漁協会議室

企業経営(専門的研修／対象：店長)／本部映利香氏

４ 成 果
平成22年７月の西薩海道や各漁協のＨＰやブログの開設以来，月平均1,000回(37回／
日)を超えるアクセス数があり，また，各店舗における来場者数は，平成22年１～12月
の合計は，780,970人で前年の759,435人を21,535人(2.8％)上回ったが，これは１月当
たり1,795人増加したこととなる。
当該事業の“目的”は２つあり，１つは「“西薩海道”の認知度をあげること」であ

り，もう１つは「地域に人を呼び込むこと」である。この目的を達成する“手段”とし
て，バスツア－の開催やホ－ムペ－ジの運営を行っているが，バスツア－に参加した消
費者が自身のブログ等を通じてより多くの人に“西薩海道”についての情報発信を行っ
てくれたことにより，“西薩海道”は一般に受け入れられるようになり，近年，認知度
は上がったものと考える。
従って，今後は，各店舗のブログやツィッタ－を積極的に活用することによって，地

域に消費者を呼び込む仕掛けを充実していけば，各店舗への来場者は増加し，結果とし
て売上増が期待できるものと考える。



西薩おさかな海道ネットワ－ク

炙りマグロ丼／串木野市漁協

名物の干物とおむすびセット／吹上町漁協貝掘り／吹上町漁協

まぐろカレ－＆まぐろハイカラ揚げ／串木野市漁協

ちりめん丼／江口漁協

秋太郎の解体ショ－／江口漁協 秋太郎の三色丼／江口漁協 貯氷庫体験／串木野市漁協

照島味噌の味噌汁／串木野市島平漁協 釣り糸結び／市来町漁協 月日貝のバ－ベキュ－／市来町漁協

ちりモン探し／江口漁協

黎明祈念碑／羽島漁協 名物“茹でダコ”／羽島漁協 －25℃冷蔵庫／串木野市漁協

照島神社散策／串木野市島平漁協

市来町漁協のブログ 江口漁協のブログ 吹上町漁協のブログ

探検バスツア－

No.１
平成22年７月31日(土)

13組43名参加

No.２
平成22年10月23日(土)

15組38名参加

西薩おさかな海道のＨＰ 羽島漁協のブログ 串木野市漁協のブログ 串木野市島平漁協のブログ


